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學部並に學會報告
　　　　　◎中村彌三次助教授の留學
本大學助歌授中村彌三次氏は、本大學より、憲法、行政法並に英法研究の爲め、
二〃年問英米に留學を命ぜられ、昨年四月二十入日午後三時横濱出帆の「コレア」丸
にて渡来ぜられナこ。同敢授は渡来後、各地大學を見學の上、昨秋、英國に渡り、目
下、倫敦に滞在し、研究を績けられて居ろ。
　　　　　◎長場講師の錨朝
本大學講師長場正利氏は、督に、本大學ニリ商法並に蜀法研究の爲め歓洲に留學
を命ぜられ、大正十三年十月猫逸に向け出聾せられし以來、約三ケ年孚主として猫
逸に滞在し、伯林大學、『ミエンヘン」大學等にて研究を重ねられし勝、留學の期溝
ち、rシベリアJ痙由にて、昨年二月三日鰭朝せられ☆。本學年より、商法総論並に
濁法を旛任ぜられて居ろ。
　　　　　◎羅馬法奨學金受領
下記法睾部學生は、前學年度に於けろ羅馬法の成績優秀の故を以て、帝國學士院
より、子雷末松夫人寄附の羅馬法奨學品を贈與せられた。
　　英法科三學年　　　　前　川　幸　造
　　同　　上　　 木村保次
　　濁法科三學年　　黒板駿策
　　　　　◎法學會大會
昭和三年六月十六日、其日は我等の待たれテこ法學會大會の當日であろ。敷日來の
寡雨も若人の意氣に睡されテこのザ開會頃にはすつザリ止み．會場に宛てられテこ大隈
會舘庭園は樹木も芝生も凡て我法科の象徴テころ滴ろ線の色を以て迎へたのであろ。
・午後零時雫になると學生委員の皮切りで順次に寺尾會長の挨拶、管理委員（會計）雑
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誌委員（編輯其勉）等の報皆があつアこ。それを要約すれば、只今會員は書夜を合せて
千四百鹸名あり、其等ザら擦出し☆會費其他が134麗圓となり、既に第七巻第八巻を
出し近く第九巻を出すことになつてゐろのでそれ等の費用が10382圓となり、結局
3112圓丈け手許に在ろといふ事であつた。次に高井敏授の紹介によつて當日の來
賓小山検事総長は演壇に立ち「我國近時の立法に就いて』と題し浴々約五十分に亘
り有盆なろ講演をぜられテこ（別項参照）。代つて立つた田中常務理事ば法律に關係す
ろ者の常識の必要なろ旨を力訊し、早速整爾氏の大藏政務次官就任當時若干法學士
連の議論倒れに閉口させられアこ話、横田前大審院長の下しブこ煙草一厘事件列決の當
然性。1926年5月1日のi英國Gener翫I　strikeが判事アストベリー氏のそれを違法なη
とすろ意見の襲表に．俵つて破れすこ事は結局法律と常彗畿とo｛一・致しナ之時芝こそ暑・られる寒言
果であろ等、豊富なる例を引ザれテこ。それに績いて各學年ぶり選ばれた口の人は限
られ☆五分に於て浴々と或は法律の民衆牝を叫ぴ或は早稽田法科の使命を湛ベテこ。
維ると新蹄朝者として大濱数授長場講師は交々立つて自己の信條學問の意義等を明
快に披歴せられテこ。新入生歎迎の欝拉に之に封すろ答欝を経て校友の五分問演訊に
移り、辮護士渡邊代五鄭式司法官試補安西光雄馬の諸君其所懐を蓮べ、最後に當日
の呼び物であろ蝕興となつて充分に設備されナこ模擬店と相侯つて大いに耳目を樂し
ませ旦口腹を満足させて一日の獣をi護し法科の萬歳を叫んで散會しれのはi約六時で
あつ☆。
小山氏演講要旨
　世界の法系は七叉は六に大別できろが其内支那法系は東洋に於て廣く行はれ我國
も夙に之を探用し明治に至ろ迄施行されてゐ7こ。明治維新となろや先づ假刑律を登
布しておき（元年二月）漸次法律全般改正を企てアこ。これは何塵でも同じで草創の際
は先づ刑法刑事訴訟法を登布すろものであろ。そして同三年（十二月）には古法に則
り新律綱領が定められプこ。それは形に於ては從來の武家法を條文にしアこやうなもの
であっテこが其精紳は全然異つてゐ☆のであつて同六年の改定律例と併せ見れば我國
立法の動きが明瞭に凝取されろ。帥ち刑は嚴刑主義より寛刑主義に傾き死刑は打首
絞首丈けに改め礫及火刑は塵止され☆のである。御承知の遍り此礫や火刑は徳川時
代に於て行はれてゐテこことは確ザであろが、交献に蔑つてゐろものとしては四代將
學部並に學會報告 3
軍家綱頃の白井椹入の鈴ケ森の礫、入代將軍吉宗頃の大岡越前守に依つて行はれテこ
お茶の水養母殺し入兵衛の礫等が其重なもので、世に著名なものば交獄上其眞否が
明でない。次に獄門といふのは只今では餓り知る人もあろまいが、丁度鳥居のやう
な形をしすこ木の上に首誉載せその傍に捨札と構すろ木札に罪状を記して行人に示す
のであつて、それは今日の言葉で言ふ一般豫防の爲に行はれプこのであつ7こ。これの
例としては古い所では彼の由井正雪一窯が安倍河原で獄門になつてゐろのや、有名
な日本左衛門のそれ等が数へられる。叉只今で云ふ証會主義者のやうな考へを持っ
て、財産家丈けを荒して歩いた大泥棒の因幡小信や鼠小信次郎吉、鵜飼孝吉の例もあ
ろ。けれども此獄門なろ制度は明治六年に旗止されてしまつテこ。拐て此改定律例ば
其後引綾き行はれてゐテこのであろが明治十三年七月にi至り遽；に瀞アソナード氏起草
に係ろ奮刑法は稜布ぜられ同十五年一月一日ザら之が施行を見テこ。越えて明沿四十’
一年になり途に現行刑法が施行せられろことになつ☆のであろ。
　一方民事に就ては纒つテこ立法とてはなく、唯朋治八年に民事の裁列に就ては法律
なきものは慣：習に依り慣習なきものば條理に候ろべき旨の太政官布告があつ7このみ・
であろ。而も當時の裁判官の頭を支配してゐ7こ法律學は佛蘭西法であろザら、條理と
は郎ち佛民法の意味であつすこ。これより先、明治六年に民法編纂課が設けられ沢アソ
ナード氏が專ら其任に當つて明治廿三年に至り漸く奮民法公布の運びになつプこが、
鯨りに非難多く途に改定迄施行延期となり、同慨一年に至り勧めて現行民法が施行
され☆のであつテこ。其他商法も僅に爲替手形約束手形條例あろのみであつたが明治
慨二年三月に現行商法の公布となり漸く諸法制ば形式的に完備すろに至☆ので我國1
多年の宿願たろ不平等條約の屡棄新條約の締結即ち所謂條約改正が出來プこのであろ
　以上述べ來つたやうに明治初年以來我國の法律は殆んど朝令暮改の貌であつナこ。
これには無論種々の理由が在ろのであろが其一部の理由はテこし℃’に條約改正を急ぐ
の蝕り國民性を顧すに立法しテこことであつテこ。施行してみろと直ぐに不備の鮎が現
はれ改正を鯨儀なくせられろのであろ。そこで世も大正となり識者の間に法制全般
に亘ろ改正が叫ぱろ㌧に至り塗に同入年七月十六日臨時法制審議會なろものが設け
られ☆。其目的とする所は現行の諸法令を日本國民性に合致せしめろ：爲に其立法大
綱を議定すろ事であろが、特に親族相績刑法等の中に我國古來の淳風美浴を採用す
ろに在つテこ。一髄法律中には商法其他のやうに技術的方面の者もあつてそれ等の決
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令は琶界共通であり且日進月歩の世の中に合ふやうに改定すろことが至極結構なの
であろが國民生活の根本を律すろ法規は必す一貫した國民性に基いたものでなくて
ばならぬ。從つて萬國刑法の如きば制定すベザらざろものであろ。然らば此淳風美
俗と言ふのは如何なろことであろザ。これは反封すろ者もあらうが第一忠孝一本の
思想第二に家族制度であろと私ば信すろ。それに就いて面白い話があろ。先年我國
でも塩mily　courtを作らうと言ふ議が出て資料蒐集の爲司法省の池田幹事が急遽来
國に赴き報告しテこ所に依ろと、米國に於けるそれは殆んど刑事裁判所の齪があり、
其露理事件は極度な家庭の素飢を曝露してゐるので到底公開できぬ底のものであつ
ブこ。然らば来國ではそれは必要であつテこザら出來すこので我國でぼ未だ其必要はない
のだといふ事に錨着し沙汰止みとなつてしまつゐのであつテこ。此家族制度¢維持ば
敬老を以て其主なものとし其れは既に尊族に醤すろ告訴権の剥奪なる形式に於て被
・告人の名警保護の規定と共に一部新刑事訴訟法に探用されてゐろ。
要するに我々は法律を國民生活に即しテこのと爲し、而も之を道徳と接近せしめ「法
律家は悪しき基督敢徒なり」（Juristn　sind　b6s8e　Chr至sten）等と言ばれぬやう1二心
掛けろことO覗寄來最も肝要1ナよことであるo
　　　　　　　　　　　　　法學部助手金澤理康
⑥別事訴訟演習の経過
去ろ十月二十七日午後一時より大隈記念講堂に於いて、例年の如く刑事訴訟演習
を催しテこ。次ぎにその大髄の経過を記そう。
公制開始先づ裁鋼長は型の如く破告人の氏名、住灰、本籍等を訊問して其の人
淫なきを確め、更に被告事件たろ強盗殺人未塗についてば法定陪審、窃盗並に横領
についてば被告人の請求に依り陪審に付する旨を告げ、陪審員に封しその職責の重
大なろこと、公李誠實にその職務を行ふべき旨を隷告し、陪審員一同之れが宣誓を
爲す。次いで楡事の被告事件要旨の陳述あり、その大要ば、（第一黒占）、昭和三年三
月二十一日午前零時孚頃、向島小梅町二百七十四番地中尾某當四十七歳が、同町二
百入十六番地道路に於いておでん屋を出しおろ所へ、被皆人由井某當二十歳が立寄
￥3おでんを食し、所持金なくしてその支沸を爲さざろ上、被害者の萱溜金を奪はん
乏して殺意を起し、深更人なきを機として、被害者の頸に手拭を掛け絞殺ぜんとし
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テころも、被害老が大聲をあげしに驚き、目的を途げすしてその儘遙走し☆。（第二黒占）
昭和三年二月十四日向島小梅町百入十七番地辮當屋笹川某方に雇はれ中、主入の費
溜金二十圓鯨を拐帯横領し。（第三黒占）、同家の雇入川田某所持の衣類四鮎債格七圓
鯨を窃取入質しテこ、といふのであろ。終つて稜告人の訊闇に入ろ。覆告人は第一貼
について、責溜金強奪の意思なガリしこと、從つて殺意な℃刃し旨を述べ、只だ喰
逃の目的を以て暴行を加ヘテこに過ぎぬと辮解し、第二鮎については主人に直ぐ辮濟
すろ意思なりしことを．第三鮎については、川田某の承諾ありたろ旨を申立て』、
犯罪事實の全部を否認しテこ。次ぎに蓋鍛調に移り、第一貼につき護人として、被害
者中尾某、近隣の者伊藤某は當時の情況を、被告人の友人にして彼と同俘しテこる和
泉某ば、當時の被告入の態度を、巡査部長齋藤某は被音人を逮捕ぜろ顛末並に被告
入o警察にて自白すろに至りし経逼等を述べ、第二貼及び第三黒占につき謹人として、
i辮嘗屋笹川某、同家雇人川田某は被害情況並に被告人の素行等について蓮ぷろとこ
ろあり。f奇ほ裁鋼長は被告人の豫審訊問調書、検謹調書等を朗讃して被告人の辮明
を求めテこ。これで謹擦調が濟んだので、次ぎに梅事及び辮謹人の犯罪構成肱關雪る
事實上駐醜法律上の閤題肱ついての陳述に移り．終つて、いよいよ陪審公列に於い
て最も重要にして、而ザも至難とせらる、、裁判長の訊示並に問書及びそれに封す
る陪審員の答申の手績に入る。次ぎが裁判長の設示であろ。
「陪審員諸君、これで検事及び辮護人の辮論は終つたのでありますウ當職ば蛇に諸
君に封し、本被告事件を訊明しやうと思ひます。本件の公訴事實ば強盗殺人未途と
横領と窃盗の三つザら成つております、今便宜のため之れを分けて訊明します。先
づ第一に強盗殺人未途の鮎でありますが、この強盗殺人未塗の罪は刑法第二四〇條
第二四三條に規定してありまして、強盗人を殺さんとし途げざる場合に成立すろ罪
でありますザら、本件被告人の行爲が強盗殺人未途に當ろザどうザは、專ら被告人
が強盗の意思帥ち被害者テころ中尾某より暴行脅迫を以て金圓を奪取するの意思を有
してゐ7こゴ否ザ、砥に、被害者中尾某を殺害して以て金圓を奪取するの意思を有し
てゐアこザ否℃’に依つて決定すろのでありまして、その何れザーつを訣くときば、所
謂強盗殺人未途罪鳶ろものは成立しないのであります。此黒占につきまして被告人は
強盗の意思も殺人の意思もなく、唯金銭を所持せす支携が出來ぬため、逃走の便宜
上被害者ザら聲を立てられろのを恐れて、口を塞がんとしテこに過ぎぬと申しており
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ます。しザし被害者☆ろ中尾某は讃人として當法廷に於きまして、明℃’に絞殺せら
れんとし7こ事實あろことを蓮べておろのであります。まナこ被告人は以前検事の訊問
に封し公訴事實の全部を認め、強盗の意思も殺人の意思もあつナこことを述べており
ます。然ろに豫審に於いてば、強盗の意思を否認し只だ殺人の意思だけを認めてお
ろのでありまして．之に封し被吉人ば、警察官に自白を掻制せられ已むを得す言つ
てしまつテこことを。その儘槍事や豫審鋼事に供述しテこまで、あろと陳違しておろの
であります　衙ぽ此事件については先程譲み聞けた通り、槍誰調書に俵つて被害の
場所的關係を知ろの資料となりませうし、謹人伊藤某の澄言ぱ被害者中尾某の謹言
の債燈に付て参考になろものと思はれます。鮒こ被告人に有利な謹擦として、和泉
某の詮言があります、帥ち當時被告人と同行し、被告人ザら一・寸食事をすろザら待っ
て居て呉れと言はれ少し離れナこ所に待つて居テこといふ事實であります。次ぎに第二
横領の鮎であります。横領の罪ば刑法第二五二條に規定してありまして、その犯罪
の成立には不法領得の意思があろことを必要とします。破告人は之れに封し領得の
意思なしと鼎解しておりますが、しザし被告人は辮當屋の主人ザら預つ☆金及受取
つプこ辮當代金を、全部自分の用途に費清し7こことは認めておろのであります。而して
謹人笹川某はその被害事實を陳述しており。且つ被告人ば槍事の訊問及豫審に於い
て之を認めておろのであります。第三窃盗の黒占に付ては、刑法第二三五條に規定し
てあつて、横領罪と同じく不法領得の意思を必要とすろのであります。之れに衡し
被告人は、所有者テころ川田某の承諾を得て持出しテこものであろと辮解しております。
しザし川田某は讃人として當法廷に於いて、被告人が無断で持出し☆ものであつて、
決して承諾など與えた事實はないと誰言しておろのであります。以上三っの場合に
：本件公訴事實の有無に付て、夫々鞍音人に有利な誰榛及不利な護擦を塞げたのであ
ン〕ますが、その護擦の眞否及その詮擦に付すろ債値の如何によつて・公訴事實の有
無が定まるのであります。諸君は愼重に評議ぜられ、公李且つ適切なろ鋼断を爲し、
その結果を答申ぜなければなりませんoJ
　裁判長の設示が終えて閤書の朗讃がある。次ぎにその全文を揚げろ。
主闘　第一、被告人は昭和三年三月廿一日東京市本所匠向島小梅町二百七十四番地
　中尾某に封し、金圓強奪の意思を以て同人を絞殺せんとし、途げざりしものなり
　やo
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主闘　第二、被告人は昭和三年二月十四日自己の占有にザ㌧ろ、同町百入十七番地
　笹川某所有の責掛代金二十圓許を拐帯横領しプころものなりや。
主問　第罵、被告人は昭和三年二月十四日右笹川某方に於て同居人川田某所有の衣
　類四瓢を窃取しプころものなりゃ。
繍闘第一、（主問第一を否定しプころとき）、若し然らすとせば．被告人ば同日同所
　に於て右中尾某ぶ導、金圓を強奪せんとして途げざりしものなりや。
補閤　第二、（主問第一補問第一を否定しすころとき）、若し然らすとせば、被告人ば
　同日同所に於て右中尾某を殺害せんとして逡げざりしものなりや。
　以上の問書に封すろ陪審員の答申は、主問第二並に第三帥ち横領及び窃盗を肯定
し、弛は全部否定し☆のであろ。裁剣所は此の答申を探用し、陪審員はその職責を
終えて皆退廷すろ。次ぎに橡事及辮護人の適罵ずべき法令及び刑龍つい’ζ意見の陳
蓮あり。更に被晋人の最後の陳述があつて、一時閉廷の後判決の言渡があつた。朔
決は累犯加重を爲し、「被皆人を懲役二年六箇月に慮す』といふのであつテこ。
　以上で公列手綾は終了しテこのであろ。術ぽ新保講師の講評等があつて、今秋の刑
事訴訟演習を終つた。演習参加の役員は次の如くである。裁判長、塙幹雄（大法三）。
判事、山田秀（大法三）、近松眞夫（大法三〉。検事、本間榮太郎（專法三）、小林富三
郎（專法三）。書記、坂本忠助（大法三）。巡査、越野齢市（專法一）、廷丁、磯崎義次
（大法一）。鞍告人、岡上健夫、專法三）。諜人、二川武（專法二）、鈴木利八郎　大法
二）、橋本公義（衷法三）、岡田實五郎（大法三）、青木和夫（大法二）。辮護人、武岡謙
三（大法三）、黒板駿策（大法三〉、木村賢藏（專法三）、中島輝（專法三）、田場川廣記
（大法二）．麟清石（專法二）。陪審員、和泉亮一（大法三）、大日向義男（大法三）、佐
賀駒三鄭（大法三）、本田熊一（專法三）、鳥居猶三郎（專法三、松井公（專法三）、陳
慶華（專法二）、永島秋治（大法二）、河内隆二（大法二）、古屋眞一（專法二）・高岡幸
雄（大法一一）、上野市三郎（婁法一）。以上。
　　　　　　　　　　　　　　　　　法學部助手江家義　男
⑧懸賞討論會記事
　討論題
家族甲男ハ飽家ノ女戸主乙ト私通シ丙チ分娩セシメタかモ之ガ認知チ爲サ
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　　ズ、故二實母乙ハ私生子丙ノ出生属チ爲シ丙チ自家二入レテ之チ養育セ砺
　　其後甲ハ私生子認知チ命ズル確定列決チ受ケタリ。而シテ甲ノ屡ス7レ家ノ戸
　　主ハ幼者タ7ン丙ノ入家二封シテ同意チ與ヘタリ。然レドモ甲ハ事實丙チ引取
　　リテ養育チ爲サ両レニ因、）俵然トシチ實母乙ガ丙ノ養育チ鐙綾シテ今日二至
　　7ン。此ノ場合二於テ乙ハ甲二封シテ丙ノ分娩以來支出セ1レ養育費ノ支沸チ講
　　求スァレコトチ得アレカ。
　昭和三年十二月一日午後一時、遊佐外岡爾教授出題に係ろ早稻田大學懸賞法律討
論會は開かれテ：。會場大隈小講堂。定刻に至るや寺尾法學部長先づ起つて開會の挨
拶を遮べられ、それより當日の花形テころ三十一名の辮士は交々壇上に登り自己の所
懐を披渥し大いに熱辮を振っテこ。當日は繋士が鯨り多人敷であつた爲め一人當りの
蒔間を十分乃至入分に制限したので、中途で切られ☆者があ弓叉原稿の瑚護をした
者の大分あつ7このは逡憾であつたo
　論者の内唯二名が潰極説郎ち分娩費並に養育費全部の請求灌を否認し、九名は凡
ての請求を認め、淺る二十名は或は時期を分ち或は費目に俵り折衷的に請求を認容
し7こ。其内容を蓮ぶれば、分娩費の請求のみを否定し養育費全部を肯定する者五名、
分娩費と入家同意以前の養育費とを否定しそれ以後のもの㌧みを肯定すろ者四名、
分娩費と認知判決以後の養育費に關してのみ請求を認容する者三名、分娩費の半額
と認知釧決後の養育費のみを肯定する者一名分娩費に關しては全然論及しなザつた
者四名で、其他は明瞭でなザつ☆。
　浩極訊の根擦とすろ虞は民法第九百五十六條但書に俵り幼者丙は家を同じくすろ
實母乙の扶養すべきものであろ。同法第七百三十五條厨謂戸主の同意ば出生當時の
ものに關すろ規定であつて本件の如き出生後の認知に關してば適用なき法條であ
ろ。故に此見地よりして父甲の戸主某の燈ぜろ入家同意は無敷であり、從つて家を
異にすろ甲は丙に罫する扶養義務に關してぱ乙より後順位に在る。然らば乙の爲し
テこ養育は義務の履行に過ぎざる結果となり之が費用の償選を請求し得べき筋合のも
のに非す、且特別規定を要すろ分携費に關し我國には何等の規定な・きを以てこれ亦
乙の員擦たろべきものであろといふに在つテこ。
　次に分娩費に關する積極説並に癒衷説の所論を便宜上一括して観察すろ。先づ之
を肯定ずろ者即ち前者並に後者の一部に就て見ろに分魏費を養育費の一部なりとす
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ろ論者と全然別個なものとする論者とがあつすこ。これを養育費の一部なりとすろ論
は分娩費は性質上子の毘生々存：の爲に必要な費用であつて決して母の爲の費用でば
ないと言ふのである。反之多くの者ば、分娩費は到底養育費の一部なりとは見得ない
が條理上叉は道徳上或は葬式費用に關すろ民法第三百入條の規定より類推して之を
甲に員搭ぜしむるのが適當であろと倣し、或は掲逸民法の規定を引用し、或は正式
結婚の場合（民法第七百九十八條）に準ぜしめんとし、或は叉不法行：爲の規定（同
上第七百九條以下）に依ろべきものなりとした。分娩費の請求を否定すろ者は、或
は其分娩が私通の結果なろことを理由として斯ザろ講求は法律之を保護すべきに非
すと圭張し、或は出生前にば養育費なるもの在ることなく從つて其費用は子の費用
に非す母の費用なれぱ到底其請求を認むろを得すとし且分娩費と養育費との経界を
全部露畠の時に置くべしとi迄明言した者もあつテこ。叉條文なきを以て社會通念にに
依つて之を律し分娩の費用は甲乙李等に分澹すべしとの主張もあつ☆。
　拐て次ば養育費であろが本論に入ろ前先づ認知の敷力獲生要件として認知列決の
属出が必要であろザどうザといふことが問題となつアこ。一方の論者は認知の数力肇
生の爲にはたとへそれが所謂強制認知であつても傍ほ民法第八百二十九條一頃の規
定に依るべきものであつて戸籍法第入十四條は何等此原則の例外を規定したもので
はないと主張し、他方は強制認知の場合ぱ特例として層出を侯7こす鋼決の敷力とし
てその確定と同時に當然認知の数力を婁生し戸籍法第八十四條は之を裏書すろもの
であろと主張しテこ。
　養育費に關し積極訊の主張すろ所に俵れば、如上の要件を充し認知が敷力を曇生
すろに至れば民法第八百三十二條の規定に俵り其敷力は遡及するを以て甲男は丙出
生の時より養育すベザリしこと＼憂じ從つて乙女に封し丙の養育の爲に支出しナこ費
用の全部を僕還すろ義務があろといひ、且戸主の同意に就き乙なろ女戸主の同意は
無關係なるも甲家の戸主の同意は養育義務者を決すろ上に重大なろ關係があり而も
其同意の数力の遡及に關しては法律に何等の規定がないけれども認知の敷力が遡及
するの結果當然同意の敷力をも遡及せしむろと解すべきであろといふのであろ。
　最も多ザつ7このは、認知列決・その層出・入家同意等を分界線として養育費を前後
二期に匿分し、それ以前の部分ぱ之れが請求を否定しそれ以後の部分に就てのみ其
諸求を認容ぜんとする折哀設であつすこ。そして其何れもが、戸主の同意の敷力は遡
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及しない從つて子丙の家籍は遡及的憂動を受けないガらそれに依つて養育義務者の
愛動も生じナよいと主張に就ては一致してゐナこ。
　養育義務と民法第九百五十四條以下所謂扶養義務との異同に關しても或は詳しく
或は簡軍に述べてゐプこ。爾者を異加，とする者は養育は親櫨に基くもの（民法第八
百七十九條）扶養義務ば軍に親族なろ關係に基くものであろ炉ら其程度範園は著し
く異なり而も一方ば必すしも纏濟的性質を有ぜす飽方は必す経濟上のものである等’
の理由を撃げテこ。ヌ或者は民法第入百九十條但書を採用し丙の養育費は此規定に俵
り親櫻者之を員搭すろこと＼なろのであつて同法第入百七十九條は決して費用の費
澹者を規定しアこ條女ではないと主張しテこ。
　午後六時討論を絡結し、外岡敢授ば審査の上順位を決定して入賞者に賞品を授與
し、それ等の者の論旨に封し簡軍な蜘評を加へられテこ。そして特に當日の論者が多
く扶養義務履行の順位の問題を扶養義務それ自髄の存：否の問題と思ひ違ひしてゐた
ことを指摘し、當事者一方が義務者となつプこからとて決して他方が冤責されろわけ
のものではないといふことを注意され、叉剣例を引用すろには必す其事實關係を明，
確にし☆後にしなければ非常な誤に隔ろものであつて本日の論者にも鋼例要旨のみ
を見て之を引用し☆らし琶考が多少見えすこは逡憾であろと言はれプこ。
討論終結後審査の爲に休憩中、長場講師其他の方々に俵ろ有盆なろ講話のあつた
　とは主催者側として亦感謝に堪へない駈であろ。最後に遊佐敏授起って所感を滋
べ且朗護演設の得失に就き豊富なろ例を引き具に注意を促された。因に當日の受賞
者下の如し。
一等、　本田　熊一（折衷読）（專法三）　　　β・陳　慶　華（積極設）（專法二）
　二等、A・歓　清　石（折衷説）（導法二）　四等、A・二川　　武（折衷説））專法二）
　　　B・大内　正夫（折衷設）（大法二）　　　B・本間榮太郎（折衷説）（專法三〉
　三等、A・中馬三郎（清極説）（大i法二）
　　　　　　　　　　　　　　　　法學部助手金澤理　康
◎杉田教授古稀親賀
本大學敏授杉田金之助賃は、さる明治冊年以來、滑一年問、一日の如く學園法科
の學生を指導せられしこと、學園關係者一同の感謝すろ虞であろが、昨年は、恰も煮
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稀の齢に達せられしに就き、四月十四日午後五時、永樂倶樂部に、田中常務理事、
坂本、寺尾爾部長を初めとし．校友關係者廿入名が集り．同歌授を招待して古稀親
賀の宴を張つテこ。席上、同数授に記念晶を贈呈することに議纒り、因つて當日差支め
りて欠席ぜられし諸馬二りも寄附を仰ぎ、六月九日、銀製花瓶一個の贈呈を了しテこ。
詳細ば學報、二月號並に七月號に報導せられてあろ。
◎法科後援會記事
昨年三月二十六日、松平頼壽伯主催の下に，法科後援會第三同會合が芝公園紅葉
館に開ザれテこ。開宴に先立ち榊伯より主人役として會合の挨拶と共に、簡軍に本
會の趣旨を述べられ、綾いて寺尾法學部長より早大法科、郎ち法學部、專門部法律
科、專門學校法律科の現況を報告せられ☆o
開宴漱談中、杉田金之助敏授の古稀説賀に關し意見の交換あり、叉、松李伯、増
田、渡邊諸氏より、次同には法科關係の敢授講師一同を招待せんとの議を出され、
具鷺的には後日の協議に譲ろこととして散會しテこ。當日の出席者ば次の十五馬でみ
つプこ。（順序不同）。
　　　　　士　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一隅一松雫頼群
上原鹿造
大橋誠一
阪本三鄭
中村宗雄
増田義一
池田龍一
若林成昭
寺尾元彦
外岡茂十郎
渡邊　 了
齋藤隆夫
依田英一
遊佐慶夫
高井忠夫
（高井忠夫稿〉
